
輸血検査部門
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フォトサーベイ ABO血液型 Rh(D)血液型 

血液型判定 1 A型 D陽性 

血液型判定 2 AB型 判定保留 

血液型判定 3 判定保留 D陽性 

ペーパーサーベイ 

可能性の高い抗体 抗 E 抗 Fyｂ 

否定できない抗体 抗 Jkｂ 抗 Dia、 

赤血球輸血時の準備製剤 B型 E抗原陰性、Fyｂ抗原陰性血 

計算式・適合率 0.5×0.8×100  40％ 

３．参加施設 

輸血部門に 48施設の申し込みがあり、血液型検査に 48施設、不規則抗体スク
リーニングに 39施設、不規則抗体同定に 29施設、試験管法による凝集反応判
定・抗体価測定に 43 施設、カラム凝集法のフォトサーベイに 38 施設、ペーパ
ーサーベイに 38施設の参加があった。 

４．評価方法 

１）評価基準 

ABO 血液型、Rh(D)血液型、不規則抗体スクリーニング・抗体同定、試験管法
による凝集反応の判定・抗体価を評価対象項目とした。評価は最終的な結果の

みではなく総合的に考慮し行なった。 

評価 内容 

A 『基準』を満たし、極めて優れている 

B 『基準』を満たしているが、改善の余地あり 

C 『基準』を満たしておらず改善が必要 

D 『基準』から極めて大きく逸脱し、早急な改善が必要 

*** 評価不能、未記入、不参加 



― 183 ―

２）項目別基準 

項目 設定値 評価 基準 

ABO血液型 

No.1 
B型 

 
No.2 
A型 

A 
各試薬との凝集の強さや判定結果に誤りなく 
正しく判定できている 

B 正しく判定できているが、凝集の強さの判定が弱い 
C なし 
D 誤判定、誤記入、反応態度が誤っている 

*** 評価不能、未記入、不参加 

Rh(D) 
血液型 

No.1 
陽性 

 
No.2 
陰性 

A 正しく判定できていて必要な追加検査を実施している 

B 
正しく判定できているが、必要な追加検査を実施せず 
（できず）判定保留とした 

C なし 

D 
誤判定、誤記入、反応態度が誤っている、D 陰性確認試
験をしないで陰性とした 

*** 評価不能、未記入、不参加 

不規則抗体 
スクリーニ

ング 

No.3 
陽性 

A 
生理食塩液法陰性（または未実施）、酵素法陽性（または

未実施）、間接抗グロブリン試験陽性と判定している 

B 
陽性と判定されているが、いずれかの検査方法の反応や

判定が誤っている 
C なし 
D 陰性と判定している 

*** 評価不能、未記入、不参加 

不規則抗体

同定 
No.3 
抗 D 

A 
反応や判定に誤りなく正しく消去法が行われ、 
抗 Dが検出された 

B 
抗 Dが検出されたが、消去法の手順や表記法などに 
問題がある、または抗 Dのほかに複数抗体が検出された 

C なし 
D 抗 Dが検出されないもの 

*** 評価不能、未記入、不参加 

抗体価 
No.5 
64倍 

A 32～128倍と判定している 
B 16倍と判定、128倍以上で凝集の強さが 2+あったもの 
C なし 
D それ以外 

*** 評価不能、未記入、不参加 
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カラム凝集法，11 カラム凝集法，11

試験管法，34

併用なし

　試験管法と併用，

　　　　２

１

試験管法，35

未使用，29
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試験管法，34
使用，38

カラム凝集法，10

31
35

7
1

5
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モノクロ，21

未実施，

　15

ブレンド，19

空白，3

ﾊﾟﾊﾟｲﾝ，3

ﾌｨｼﾝ，3
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LISS，17
多特異

性，17
抗IgＧ，

　25
PEG，23
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No.2

No.1

No.1



― 196 ―

No.2
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